
研修内容についての意見・感想 

 

・わかりやすい講義をありがとうございました。次回を楽しみにしています。 

・担当の認知症の人であてはまる方がいてとても参考になりました。ご家族様に認知症の進

行をどう分かってもらうかなど、今回の研修を元に活かしていきたいと思います。 

・認知症と「うつ」の関係性について理解でき、気づきがありました。ありがとうございま

した。 

・とてもわかりやすかった。初診に戻って利用者と関われそうです。ありがとうございまし

た。力を頂きました。 

・事例などを見てわかりやすかったです。早期受診が大切なのはよくわかりますが、どのよ

うに受診させるのかなど難しい。家族と一緒に本人の気持ちに沿って起こらないでケアし

ていく事が安心させることが大切だと感じます。チームで働きながらケアしていきたい。

認知症を理解していきたいと思います。 

・繰り返し読み勉強して頭に入れて、今後、認知症の方や家族と接していきたいです。あり

がとうございました。 

・認知症の方もケアすることで幸福感を持ってもらいたいと感じました。 

・わかりやすくて良かったです。 

・認知症とうつの関連がよくわかった。専門職同士の連携はわかるが、守秘義務の関係で地

域との連携は一番効果的だができないところでジレンマに陥ることがある。 

・認知症の知識が整理でき、認知症患者さんへの対応の心構えについても改めて考えなおす

ことができました。せっかく、よい研修内容なのでもう少し時間を延長して設定していた

だけたら、更によかったと思います。 

・認知症があるとわかっていても対応が難しい。声かけが子供に対するようになってしまっ

ている所があり、一人の人として先輩としての対応を心掛けたい。 

・具体例、ビデオが参考になりました。 

・大変わかりやすかった。 

・大変、興味深く利用者への対応の参考にしたい。 

・もう少しだけ時間帯を早くにお願いしたい。レビー小体の方で薬の調整が必要となり入院

が長期になっている。段階もあると思いますが、在宅は厳しいものがありますが、退院と

なれば支えていきたいと考えます。 

・自宅で生活されている認知症の方に「あなたは認知症ですよ。」と介護職者の者が伝えると

怒ってしまわれる方ことが多く、実際に本人には伝え難いです。 

・もう少しゆっくり聞きたかった。詳しいケアのアドバイスがあり役に立つ内容だった 

・いろいろなケアがあり勉強になった。 

 

 



・母がアルツハイマー症候群と診断され、7 年ほどが経ちましたが現在は 8 月末誤嚥性肺炎

で入院。今に至ります。気管切開で酸素吸入、鼻腔栄養、るいてんぽうそうなどなど寝た

きり状態になりました。アルツハイマー病はだんだん寝たきりになると聞いていましたが、

そのとおりになってしまいました。辛いです。 

・義母が一人で住んでいて映画は、考えさせられるものがありました。折り梅の DVD もう少

し見たかったです。 

・DVD がまったく見れなかったです。椅子の位置など配慮をしてもらいたい。 

・親への対応を考えながら聞かせて頂きました。 

・勉強になりました。 

・認知症ケアのポイントがわかった。現場で考えながら利用者さんが安心できる介護をして

いきたい。 

・参加者同士の顔の見えるところで、小規模な事例検討があってもよいのでは。 

・認知症患者さんも増えてきました。日々の行動に振り回されることが多いので少し落ち着

いて相手の気持ちになって、何がしたいのかと考えるようにしようと思いました。 

・資料の字が小さく読みにくかったです。 

 

 

 

研修開催に対する要望、希望するテーマ 

 

今後の希望テーマ 

・精神障害について 

・書記・若年性認知症について 

・ケースを使ってのグループワーク 

・もっと認知症のことを知りたい 

・医療・介護サービスを全く拒否される方に対しての支援の仕方について 

・医療との連携について 

・ただの頭痛と脳出血・脳梗塞を起因とする頭痛の見分け方 

・薬に対する知識など 

・対応も大切ですが、予防も大切です。予防についても知りたいです。 

・看取り 

・ターミナルケアに関して介護職（ケアマネージャーなど）が出来ること、求められること 


